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収納状況など 番号 文書の撮要 年代 形態・数且
トランク内左側ポケット 1 (絵葉香一括） 大正～昭和初 葉書・16点
期頃か
南満州鉄道営業報告 昭和11年 封筒一括
トランク内上側ポケット 2 (絵葉害一括） 近代 葉書・封筒
など50点
程度
風呂敷一括 3 (○○様見舞い関係一括） 明治31年 風呂敷一括
○○機御見舞帳・香典帳など 8点
4 (封筒一括） 明治20年代 32点
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1 8○ 6枚巻き込み 栗原
1 9 包 肚入う
?
栗原
1 10○ 2枚巻き込み 栗原
1 11 ○ 栗原
1 12 ○ 栗原
1 13○ 12枚巻き込み 栗原
1 14 置物 栗原
1 15○ 栗原
1 16○ 封筒共 栗原
1 17 布 ビニール袋にノ 栗原
1 18○ 封筒共 栗原
1 19○ 封筒共 栗原
1 20 ○ 栗原
1 21 ○ 栗原





1 27 色紙 栗原
1 28 ○ ［.に封筒入 栗原
1 29 扇子 栗原
1 30 扇子 栗原
1 31 包紙入米 栗原
1 32 墨 箱入 栗原
1 33 ○ 栗原
1 34 ’書套 栗原





1 37 ’銅皿 栗原
1 38 鏡 袋入 栗原
1 39 墨 栗原
1 40 旬！ 度紙片 ビニール袋入 栗原
1 41 筆．ﾍれ 中に小型硯入 栗原
1 42○ 2枚巻き込み 栗原
1 43○ 栗原
1 44 ○ ビニール袋入 栗原
1 45 ○ 栗原
1 46 ○ 栗原
1 47 ○ 栗原
概要調査・現状記録再考（西村）
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図7iPadを利用した現状記録写真の実験例図6世田谷区川村家文書の掛軸巻紙
現状記録を撮影し、写真デー タが入ったSDカー ドを「iPadCameraComectionKit」でiPadに
取り込んで、画像加工アプリを用いて番号を付けていくという方法も可能であろう。筆者が実
験的に行った甲斐国塚原村文書の場合、無料アプリ「Skitch」を利用して現状記録写真の撮影
を行なってみた【図7】。すぐに実践化できるとは思えないものの､今後も方法を模索していき
たい。
おわりに
本稿では概要調査・現状記録の動向を振り返り、民間所在資料における概要調査・現状記録
の方法についての考え方や方法の私見を述べてみた。概要調査とは、段階的整理に則って行わ
れ、記録史料群のある歴史的な段階の秩序を復元し、その記録史料群の構造を理解するために
行なわれた。現状記録とは、概要調査をさらに精綴にし、「現状＝現秩序を最大限尊重」して、
後世の人々に対する活動の説明責任として位置づけた。
吉田伸之氏は安藤正人氏に対して「非・文書館学的なフィールド・ワークの方法」として現
状記録を主張したが、所蔵者にはどのように理解されたのであろうか。現状記録論提起から20
数年経過し、そして、戦後の史料保存運動の延長線上に各地で展開されている民間所在資料の
保存活動を目の当たりにし、いま改めて問うたのが本稿である。現在、現状記録を応用した形
で茨城文化財・歴史資料救済・保全ネットワーク準備会（茨城史料ネット）の毎週の文書レス
キュー活動でも行われており、着実に成果を上げつつも、なお、課題が多い29)。現状記録それ自
体、表題や内容を通記するため、所蔵者は（甚だ不十分な）内容目録と感違いしてしまい、文
書一点一点の意義を見失ってしまう恐れすらある。したがって、文書レスキュー活動に関して
は概要調査を用いる方が時間的にも内容的にも有効なのではなかろうか。
本稿では所蔵者の管理情報担保のための現状記録を提起したが、これは現状記録の先にある
内容目録作成が不可欠である、というスタンスによるものである。次に考えるべきは所蔵者が
29）方法論的には牛久市の方式に近似している。牛久市の方法については前掲註8「牛久市小坂・斎
藤家文書概要調査報告書』。
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使いやすい内容目録をどのように作成すべきか、という点が民間所在資料に求められる課題で
あると思われる。その点、新潟県歴史資料保存活用連絡協議会編『古文書保存･整班の手引き』
が参考になり、議論を深めていく必要があるものと思われるが、本稿での課題を超えているた
め燗筆する30)。
本稿は人間文化研究機構連携研究「大震災後における文書資料の保全と活用に関する研付記： 3
究」の成果の一部である。
30)新潟県歴史資料保存活用連絡協議会編「古文書保存・整理の手引き」（新潟県歴史資料保存活用連
絡協議会、2008年)。
－82－
